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ARCHIVED NEWS
　人跡未踏・厳冬の地で難航を極めた黒四建設
工事は、１９５６年７月着工以来、７年の歳月と総
工事費５１３億円の巨費を投じ、延べ１０００万人
を動員して１９６３年６月に完成した。　
　当時の関電新聞では、建設の進捗状況を都度
詳細に報じていた。

　皇太子ご夫妻が訪れた時は、発電所建
設時の苦心や発電所で働く作業員の冬
季間の苦労ぶりに驚かれた。
　黒部川電力所前広場、宇奈月駅構内に
は一般奉迎者数千人が集まった。

　また、「黒部の太陽」の撮影にあたっ
て開かれた記者発表では、石原裕次
郎、三船敏郎が作品への情熱を語り、
撮影は関電ビル（当時）１階から始まっ
た。

黒四特集号

　太田垣社長（当時）か
らの「創刊のことば」では
「事業規模が日に日に大
きくなるにつれて意思の
交流が困難になっていく
が、連携を高め、会社を
愛する気持ちの昂揚を図
ること等を目的に本紙を
発行する」と綴られてい
る。

「関電新聞」第１号発行

関電新聞 No.1 1959年2月1日発行

1959年 「火主水従」時代へ1959年

　大阪市住吉区に建設が進められていた大阪火力発
電所が１９５９年４月１８日に営業運転に入った。長年
の間主役であった水力発電の時代から火力発電の時
代へ変わりつつあった。

関電新聞 No.7 1959年5月1日発行

1963年6月15日発行

廃刊のお知らせ
　いつも関電新聞をご愛読いただき誠にありがとうございます。この度、関電新聞は、本号をもって廃刊する運びとなりました。長きにわたりご愛読、作成にご協力いただきまし
た皆さまに、心より御礼申し上げます。
　関電新聞は、１９５９年２月、事業規模の拡大により従業員間のコミュニケーションが希薄化することを危惧し、連携強化を目的に創刊されました。第１号では、初代社長で
ある太田垣社長からの「創刊のことば」として、「本紙が職員やそのご家族の生活にとけこんで、一種のこころの支えとなることを期待している」とその想いが綴られていました。
　本号では、これまでの新聞を振り返りながら、様々な困難に挑み、乗り越えてきた「当社の姿」を紹介します。

黒部川第四発電所（黒四）竣工

皇太子ご夫妻 黒部の秋ご探勝 「黒部の太陽」撮影開始

1963年

　１９６４年１月に社達を
制定。創業以来の経営理
念を凝縮したものとして
「ほ・ま・ち」が示された。

「関電サービス」確立

関電新聞 No.120 1964年2月1日発行

1964年
　最 終出力は
２００万kW以
上と世界最大級
（当時）。建設が
進められる堺・
泉北臨海工業
地帯中心に電力
が供給された。

堺港発電所運転開始

関電新聞 No.141 1964年12月15日発行

1964年

　１９７０年８月８日、当社初の原子力発電所である美浜発電所１号機の約１万kWの電気
が、万博会場へ送電された。それに先立ち１９６８年には皇太子ご夫妻が、発電所や美浜原
子力PRセンターをご視察された。関電新聞では「初秋の陽に輝く原子炉」の見出しで紹介。

関電新聞 No.278 1970年8月15日発行

美浜発電所１号機「大阪万博に原子の灯を」1970年

　１９９１年２月に発生した美浜発電所２号機で
の蒸気発生器の事故について、事故の概要、当社
の対応等について臨時号で詳しく伝えた。
　事故による環境への影響はなかったものの、蒸
気発生器の細管が円周方向に破断し、非常用炉
心冷却装置が作動する等重大な事態に至った。

美浜発電所２号機 蒸気発生器事故

臨時号 1991年2月発行

1991年

　１９９５年１月１７日、阪神・淡路大震災が発生。
　その後、全社一丸となって、昼夜問わず復旧作業を進め、７日
間で全ての応急送電を完了した。被害状況、被災地の復旧作業
の様子を全社に伝え、震災から１５年、２０年、２５年、３０年の
節目でも受け継がれる思いや教訓を紹介した。

阪神・淡路大震災 直撃

関電新聞 No.747 1995年2月1日発行

1995年

臨時号

　２００４年８月９日、運転中の美浜発電所３号機で２次系配管が破損す
る事故が発生。会長・社長からのメッセージ、事故の内容、被災状況や当社
の対応等が２カ月にわたり臨時号で伝えられた。
　その後も、毎年８月９日の「安全の誓い」の日には、事故の概要や、安全
への取組み状況等を伝え続けてきた。

美浜発電所３号機 ２次系配管事故

2004年8月、9月発行

2004年

ほ 豊富・良質・低廉な電気
で需要家に奉仕する

ま 真心のこもったサービス
に全力を尽くす

ち 地域社会の発展、繁栄に
貢献する

（１９６８年９月１５日発行）

（１９６７年８月１日発行）（１９６１年１１月１日発行）
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■ ４コマ漫画 ■ 奥さま座談会 ■ かんでんこどもしんぶん

（１９６３年１月１日発行） （２０２１年８月２日発行）

「奥さま座談会 主人は雪国の関電マン」が実施され、雪国の山
間部で働く従業員の妻が集い、夫の仕事の様子や雪国の生活
の楽しみ、苦労について語り合った。

ダムさん、美浜ちゃん等、当社オリジナルキャラクターの日常を描く
４コマ漫画を掲載していた。

従業員のこどもたちが、夏休みの自由研究に活かせるよう、
その時々に応じたテーマをわかりやすく解説。２０２１年８
月に発行された新聞では、SDGsを取り上げた。

こんな企画もありましたPICK UP

廃刊のごあいさつ
　日頃より、関電新聞をご愛読いただき、ありがとうございます。
関電新聞は１９５９年に「関西電力新聞」として創刊し、デザイン
やページ構成等、時代とともに変遷を遂げながら、約６６年もの
長きにわたり、関西電力および関西電力送配電の皆さんに様々
な情報をお届けしてきました。
　関電スピリッツの象徴である“くろよん”建設はもちろんのこ
と、１９７０年の大阪万博に「原子の灯」を届けたとき、阪神・淡
路大震災発生後に全社一丸となって復旧に奔走したとき等、そ
の時々で、全力で取り組む従業員の皆さんの姿や想いを取り上
げ、ともに歩んできました。

　本号をもって関電新聞は廃刊となりますが、今後は全社共通
ポータルサイト（関西電力）やＷＥＢ社内報（関西電力送配電）を
中心に、当社グループの重要情報はもとより、皆さんの興味・関
心の高い情報、読みたくなる情報を発信していきたいと思いま
す。
　これまで本紙を作成するにあたり、取材対応や各種調整、ご
協力いただいた多くの皆さん、また、関電新聞をご愛読いただい
た皆さんに、改めて御礼申し上げます。 ありがとうございました。

関西電力 広報室長　井上 秀之

関電新聞が伝えた当社の軌跡ARCHIVED NEWS

　２０１１年３月１１日、東日本大震災が発生。福島第一原
子力発電所事故により電気事業全体にとっての「非常事
態」となった。従業員の皆さんに対して被災地域への支援
や安全、確実な業務遂行等を呼びかけた。

東日本大震災 発生

関電新聞 No.941 2011年4月11日発行

2011年

　２０２３年８月２日、高浜１号機が約１２年７カ月ぶりに再稼動し、１０月１
６日には総合負荷性能検査が終了したことをうけ、高浜２号機の本格運転
が再開。
　高浜１、２号機の再稼動に伴い、中期経営計画に掲げていた原子力７基体
制が実現された。

原子力７基体制の実現へ

関電新聞 No.1075 2023年8月7日発行

2023年

「関西電力送配電（株）」事業開始

関電新聞 No.1049 2020年4月13日発行

2020年

　国内電力会社初の、調査段階から手がけた海外
新規水力発電事業として、インドネシア、タイ、ラ
オスにて展開。
　長年培ってきた関西電力の水力発電事業の技
術やノウハウを活用し、新たな知見で国内事業の
強化にもつなげている。

ラジャマンダラ水力発電事業 ナムニアップ１水力発電事業

関電新聞 No.970 2013年9月13日発行

2013年

　２０１６年４月からの電力小売全面自由化に伴い、関西
電力のお客さま本部（当時）では価格とサービスの両面から
お客さまに選び続けてもらえるよう、新しいサービス「でん
きの駆けつけサービス」と「はぴｅ暮らしサポート」を充実さ
せた。

電力小売全面自由化 開始

関電新聞 No.1001 2016年4月14日発行

2016年

関電新聞 No.1061

　２０２１年３月、「関西電力グループ経営理念 Purpose & Values」、「関西電力グループ中期
経営計画（２０２１－２０２５）」の策定を発表。新しい経営理念は、金品受取り問題等を踏まえ、
「私たちの目指す会社の姿」や「自らの行動・判断の拠り所」に立ち返って見つめ直し、新たな関西
電力グループとして創生するための拠り所として策定した。

関西電力グループ経営理念、中期経営計画の策定

2021年4月12日発行

2021年

（１９５９年２月１日発行）（１９６０年４月１５日発行）（１９６０年９月１５日発行） （１９６８年７月１日発行）

　２０２０年４月１日、電気事業法
の改正に伴い、関西電力から一般送
配電事業を承継した、関西電力送
配電（株）が事業を開始した。併せ
て、（株）かんでんエンジニアリング
と関電サービス（株）が加わった、関
西電力送配電グループが発足した。
関西電力送配電の土井社長（当時）
は、分社化にあたり社内テレビで
メッセージを発信し、「お客さまと社
会のお役に立ち続けること」を変わ
らぬ使命として表明。その上で、「1 
つの会社としての意識を持つこと」、
「新たな視点で改善を積み重ねるこ
と」の2 点を従業員へお願いした。


